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＜病棟連絡事項＞
・総務課より　本日配信の給与明細につきまして他手当３の項目に支給額が表示されない不具合がありました。対象者の方へ再度配信いたしましたのでご確認をお願致します。
・看護師従事者届は、12/31までに東SGM室へ提出お願いします。

＜患者様連絡事項＞
・平栗　城志様～排便－９日目、田名部Dr.よりグリセリン浣腸処方あり施行している。

＜入院・入室状況＞
【退院】
・森田　清助様
【入院】
・丸尾　貴史様～Bユニット3号室
・中田　定明様～Aユニット13号室
【転出】
・佐々木　君雄様～東A13号室　→　南A118号室
【移動】
・藪　真弓様～東A10号室　→　東A9号室
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～本日より6時～20時　時間隔離へ変更。日課以外の時間は自室にてCDを聴いたりホールにてテレビを鑑賞したりして過ごされ、他患者様との交流は無い。スタッフへの話し掛けも無くスタッフの声掛けには穏やかに応じられている。不穏・興奮は無く隠れての飲水行為も無い。引き続き精神症状早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。他室侵入・他患者様の私物弄り等の迷惑行為頻回の為、予定より早くに開放終了している。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・藪　真弓様～本日作業療法中に２０分ほど発作あり、スタッフが自室へ搬送している。
帰棟後、発作については覚えておらず、落ち着き無く室内徘徊あり。
不審な動きがあるため、女性スタッフがポケットを探ると長さ50ｃｍ
ほどのズボンの紐を抜き取り隠している。渡すように伝えると「死に
たい」と呟き、服の裾を引きちぎりひも状にしようとしている。継続
指示薬のレボトミン(25)1T服薬の服用を促し、ホールで見守りを行う
が、依然と同じように洗面台の前に立ち鏡を外そうとする行為あり。
再三の傾聴や説得にも「もう死にたい」「どうでもいい」と希死念慮
が強く、自傷行為の可能性が高い為、深澤Dr.へ経過を報告し12：00
身体拘束開始となる。

・澤口　利香様～終日隔離中。各食拒食、拒薬は無い。他患者様の話し声やスタッフの声に苛立つと話され、自室トイレに籠城続け、スタッフに命令口調で話す様子もあった。不穏状態にあり14:45ジプレキサ10mg 0.5A施行している。15:00～16:00開放観察実施しているが開放中も自室にて過ごされる。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・平栗　城志様～バイタル異常・酸素飽和度低下無し。咳嗽あり、吸引すると黄白色粘稠痰あり。経管栄養問題なく実施出来ている。
・袴田　ハナヱ様～13：20　反応緩慢、酸素飽和度72％へ低下している。吸引施行し黄白色粘稠痰多量に喀出して酸素開始。酸素漸減しながら中止してルームで酸素飽和度91％、酸素中止している。発熱なし、全身浮腫あり。食事は各食数口のみ。
呼吸状態注意していく。口腔内に残渣物が残らないように口腔ケアをしていく。
＜船場Dr診察情報＞
・沢山　等様～高血糖値はない為、服薬内容変更せずに様子観察となる。

＜安ヶ平Dr.診察情報＞
・和田　昌様、藤井　崇史様、河原木　秦志様→定期薬変更なし。
＜入院患者様情報①＞
日　　時：R2.12.25　　13：05

　氏　　名：中田　定明様（なかた　さだあき）様

　生年月日：昭和9年1月4日（86歳）

　病　　名：アルツハイマー型認知症

　合併症　：高血圧、狭心症

　性　　別：男性

　主治医　：馬渡Dr

　入院形態：医療保護入院

　病　　棟：東病棟Aユニット

　

(経過）

　現在妻と二人暮らし。長男夫婦は市内在住。

　H19年頃より物忘れが出現。H21年11月に大里脳神経

クリニック受診し、アルツハイマー型認知症と診断。薬

物療法と認知機能リハビリ開始となっていた。H22.4月

ではMMSE22点だったが、以降も徐々に認知機能低下し

続けR2.1月でがMMSE1点となる。近時記憶の障害著明

で夜間の徘徊や放尿、易怒性・暴言あり。家族が本人の

対応に疲弊しており、大里脳神経クリニック紹介にて本

日当院初診。R2.12.25 13：05東病棟Aユニットへ医

療保護入院となる。
治験導入予定
＜入院患者様情報②＞
日　　時：R2.12.25　11：15

氏　　名：丸尾　貴史（まるお　たかし）様

生年月日：昭和45年9月14日　49歳

病　　名：統合失調感情障害、うつ状態

性　　別：男性

主治医　：馬渡Dr

入院形態：任意入院

病　　棟：東病棟Bユニット3号室

（経過）

　R2.3.3幻聴に左右され歩道橋から飛び降りそうになったこと

や3.7夜間買い物に行く途中で気がついたら車道に出ていたなど

の行為あり。入院加療し薬剤調整にて症状改善目的にてR2.3.17

東病棟へ任意入院となる。

　入院後は、幻聴に左右され、頓服（リスペリドン内用液）服用で

落ち着く事は出来ていた。自宅退院に向け、サービス調整行い、訪

問看護、就労支援の調整整った事からR2.4.27　10：00自宅退院

となる。

　退院後は訪問看護を利用しながら当院への外来通院を行っていた

が、幻聴が続いており服薬調整を行っていた。頓服にて対応してい

たが、R2.12.25訪問看護師が訪問すると、アカシジア様の症状を

訴え、不安感が強い様子で落ち着かず。希死念慮についても否定せ

ず。入院治療の提案に否定的であったため、外来や訪問看護の頻度

を増やす提案を行うと、入院治療の希望となり急遽外来受診し、服

薬調整目的にて東病棟Bユニットへ任意入院となる。
業者洗濯
クロザリル導入予定
